
 

一 

 
 
 

債
権
管
理
回
収
業
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱 

第
一 
目
的
規
定
の
改
正
（
第
一
条
関
係
） 

 
 

法
律
の
目
的
規
定
に
、
債
権
回
収
会
社
の
組
織
す
る
団
体
を
認
可
す
る
制
度
を
設
け
そ
の
適
正
な
活
動
を
促
進
す
る
こ
と

及
び
債
務
者
等
（
特
定
金
銭
債
権
の
債
務
者
又
は
保
証
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
利
益
の
保
護
を
図
る
こ
と
を
追
加
す

る
こ
と
。 

第
二 

許
可
の
基
準
の
見
直
し
（
第
五
条
第
八
号
関
係
） 

 
 

法
務
大
臣
は
、
債
権
管
理
回
収
業
の
許
可
申
請
者
が
債
権
管
理
回
収
業
を
適
正
に
遂
行
す
る
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
を
有

し
な
い
株
式
会
社
で
あ
る
と
き
は
、
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

第
三 

債
権
回
収
会
社
の
業
務
に
関
す
る
規
制
の
強
化
等
に
関
す
る
改
正 

 

一 

「
人
の
私
生
活
若
し
く
は
業
務
の
平
穏
を
害
す
る
よ
う
な
言
動
」
の
明
確
化
（
第
十
七
条
第
一
項
関
係
） 

 
 
 

債
権
回
収
会
社
の
業
務
に
従
事
す
る
者
が
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
し
て
は
な
ら
な
い
「
人
の
私
生
活
若
し
く
は

業
務
の
平
穏
を
害
す
る
よ
う
な
言
動
」
を
例
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
明
確
化
す
る
こ
と
。 

 

二 

弁
済
に
係
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
を
受
け
る
義
務
（
第
十
八
条
の
二
関
係
） 



 

二 

 
 
 

債
権
回
収
会
社
は
、
金
銭
を
目
的
と
す
る
消
費
貸
借
上
の
債
務
で
あ
っ
て
、
利
息
の
制
限
額
を
超
え
る
利
息
の
支
払
を

伴
い
、
又
は
そ
の
不
履
行
に
よ
る
賠
償
額
の
予
定
が
制
限
額
を
超
え
る
も
の
等
に
係
る
特
定
金
銭
債
権
の
管
理
若
し
く
は

回
収
の
委
託
を
受
け
、
又
は
こ
れ
を
譲
り
受
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
特
定
金
銭
債
権
の
管
理
若
し
く
は
回
収
の
委
託

又
は
譲
渡
を
し
た
者
か
ら
、
当
該
委
託
又
は
譲
渡
前
の
弁
済
に
係
る
受
領
金
額
及
び
そ
の
利
息
、
賠
償
額
の
予
定
に
基
づ

く
賠
償
金
又
は
元
本
へ
の
充
当
額
、
受
領
年
月
日
そ
の
他
の
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

三 

債
務
者
等
の
事
業
の
継
続
等
へ
の
配
慮
（
第
十
八
条
の
三
関
係
） 

 
 

１ 

債
権
回
収
会
社
は
、
特
定
金
銭
債
権
の
管
理
又
は
回
収
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
特
定
金
銭
債
権
に
関

す
る
従
前
の
経
過
を
踏
ま
え
、
当
該
特
定
金
銭
債
権
の
債
務
者
等
（
物
上
保
証
人
を
含
む
。
）
の
事
業
の
継
続
若
し
く

は
再
建
又
は
生
活
の
維
持
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

２ 

１
の
場
合
に
お
い
て
、
債
権
回
収
会
社
は
、
保
証
人
の
保
証
が
あ
る
特
定
金
銭
債
権
（
物
上
保
証
人
に
よ
り
担
保
が

付
さ
れ
て
い
る
債
権
を
含
む
。
）
の
管
理
又
は
回
収
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
保
証
人
が
、
当
該
特
定
金

銭
債
権
の
債
務
者
と
の
関
係
、
当
該
特
定
金
銭
債
権
の
回
収
時
に
お
け
る
当
該
保
証
人
の
資
力
等
に
照
ら
し
て
過
大
な



 

三 

責
任
を
負
っ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

四 
保
証
人
に
対
す
る
債
権
譲
渡
等
の
通
知
等
（
第
十
九
条
の
二
関
係
） 

 
 

１ 
債
権
回
収
会
社
に
対
し
保
証
人
の
保
証
が
あ
る
特
定
金
銭
債
権
の
管
理
若
し
く
は
回
収
の
委
託
又
は
譲
渡
を
し
た
者

は
、
当
該
保
証
人
に
対
し
、
当
該
委
託
又
は
譲
渡
を
し
た
旨
、
当
該
保
証
に
係
る
債
務
の
額
等
を
通
知
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。 

 
 

２ 

債
権
回
収
会
社
は
、
１
の
通
知
が
な
い
と
き
は
、
１
の
保
証
人
に
対
し
、
１
の
保
証
に
係
る
債
務
の
弁
済
を
要
求
し

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

３ 

１
の
通
知
が
な
い
と
き
は
、
１
の
保
証
人
は
、
自
己
の
債
務
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

第
四 

債
権
管
理
回
収
業
協
会
に
関
す
る
規
定
の
整
備 

 

一 

債
権
管
理
回
収
業
協
会
（
第
二
十
五
条
の
三
及
び
第
二
十
五
条
の
四
関
係
） 

 
 
 

債
権
管
理
回
収
業
協
会
は
、
債
務
者
等
の
利
益
の
保
護
を
図
り
、
債
権
回
収
会
社
の
業
務
の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
債
権
回
収
会
社
の
自
主
規
制
団
体
と
し
て
、
債
権
回
収
会
社
が
法
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
設

立
す
る
法
人
と
す
る
こ
と
。 



 

四 

 
二 

定
款
及
び
業
務
規
程
等
（
第
二
十
五
条
の
九
か
ら
第
二
十
五
条
の
十
一
ま
で
関
係
） 

 
 
 

債
権
管
理
回
収
業
協
会
は
、
定
款
に
基
づ
き
、
業
務
規
程
等
に
お
い
て
、
自
主
規
制
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

三 

協
会
員
及
び
役
員
、
監
督
、
苦
情
へ
の
対
応
、
協
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
等
（
第
二
十
五
条
の
十
四
か
ら
第
二
十
五
条
の

二
十
八
ま
で
関
係
） 

 
 
 

債
権
管
理
回
収
業
協
会
の
協
会
員
及
び
役
員
に
関
す
る
事
項
、
法
務
大
臣
に
よ
る
監
督
、
苦
情
へ
の
対
応
、
協
会
に
よ

る
あ
っ
せ
ん
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。 

 

四 

協
会
員
で
な
い
債
権
回
収
会
社
に
対
す
る
監
督
（
第
二
十
五
条
の
二
関
係
） 

 
 
 

債
権
管
理
回
収
業
協
会
に
加
入
し
て
い
な
い
債
権
回
収
会
社
の
業
務
に
つ
い
て
、
法
務
大
臣
に
よ
る
債
務
者
等
の
利
益

を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
監
督
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
。 

第
五 

罰
則
の
引
上
げ
等 

 

一 

五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
千
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
そ
の
併
科
と
す
る
罪
（
第
三
十
三
条
関
係
） 

 
 
 

許
可
を
受
け
な
い
で
債
権
管
理
回
収
業
を
営
ん
だ
者
等
に
対
す
る
罰
則
を
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
千
万
円
以
下
の



 

五 

罰
金
又
は
そ
の
併
科
と
す
る
こ
と
。 

 

二 
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
そ
の
併
科
と
す
る
罪
（
第
三
十
三
条
の
二
関
係
） 

 
 
 

特
定
金
銭
債
権
の
管
理
又
は
回
収
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
人
の
私
生
活
若
し
く
は
業
務
の
平
穏
を
害
す
る
よ
う
な

言
動
を
し
た
者
等
に
対
す
る
罰
則
を
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
そ
の
併
科
と
す
る
こ
と
。 

 

三 

そ
の
他 

 
 
 

受
取
証
書
を
交
付
し
な
か
っ
た
者
等
に
対
す
る
罰
則
を
引
き
上
げ
、
及
び
特
定
金
銭
債
権
の
管
理
又
は
回
収
の
業
務
を

行
う
に
当
た
り
虚
偽
の
こ
と
を
告
げ
た
者
等
に
対
す
る
罰
則
を
新
設
す
る
こ
と
。 

第
六 

施
行
期
日
等 

 

一 

施
行
期
日
（
改
正
法
附
則
第
一
条
関
係
） 

 
 
 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。 

 

二 

検
討
（
改
正
法
附
則
第
十
四
条
関
係
） 

 
 

１ 

政
府
は
、
民
法
そ
の
他
の
法
律
に
お
け
る
保
証
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
債
権
回
収
会
社
に
よ
る
保
証
人
に
対
す

る
取
立
て
に
関
す
る
状
況
の
推
移
を
勘
案
し
つ
つ
、
民
法
中
債
権
に
関
す
る
規
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
近
時
の
検
討



 

六 

状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

２ 

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
債
権
管
理
回
収
業
協
会
に
お
け
る
苦
情
へ
の
対
応
及
び
あ
っ

せ
ん
の
業
務
の
遂
行
状
況
、
金
融
商
品
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
（
以

下
「
改
正
後
の
各
法
律
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
指
定
紛
争
解
決
機
関
の
指
定
状
況
及
び
改
正
後
の
各
法
律
に
規
定

す
る
紛
争
解
決
等
業
務
の
遂
行
状
況
そ
の
他
経
済
社
会
情
勢
等
を
勘
案
し
、
債
権
管
理
回
収
業
を
含
め
た
金
融
分
野
に

お
け
る
業
態
横
断
的
か
つ
包
括
的
な
紛
争
解
決
体
制
の
在
り
方
そ
の
他
の
債
権
回
収
会
社
の
行
う
業
務
に
関
す
る
紛
争

を
解
決
す
る
た
め
の
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
に
係
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

三 

経
過
措
置
等 

 
 
 

経
過
措
置
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。 


